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ホットフォルダ連携ソフトウェア

UNITEX FASTDVD JobOrder
クラスタ制御ソフトウェア

UNITEX FASTDVD Cluster

JobOrder監視フォルダ(ホットフォルダ)

一定周期でフォルダ内を監視し、
書込み状態となったフォルダ/ファイルを書込み指示
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一般的なホットフォルダ形式とオーダーファイル形式、2種類の
連携方式に対応したDiscRobo Publisher用連携ソフトウェアです。
● 既存システムから、DiscRobo Publisherの制御を容易に実現
● ホットフォルダ形式の場合はファイルコピーとリネーム
● オーダーファイル形式の場合は.txt形式の指示書を作成
● ラベル印刷との連携も可能。可変印刷ももちろん可能です。

書込み状態とするフラグはフォルダ/ファイル名の末尾を｢_xxx｣に設定することで発生します。
標準では｢_STR｣で書込み開始、書込みの終了したものは｢_END｣となります。

UNITEX FASTDVD JobOrder 動作イメージ

UNITEX FASTDVD Cluster 動作イメージ

DiscRobo Publisher専用のクラスタ制御ソフトウェアです。

UNITEX FASTDVD Cluster からは複数の
DiscRobo Publisher をひとつのグループで
扱うことが可能です。
グループの設定は複数設定出来、グループ毎に
使用可能なユーザを規定することも可能です。

また、ODA-300T として制御サーバと一体と
なった形での販売となります。

自身を仮想的なDiscRobo Publisherとさせることにより、オペレータはこの仮想的なDiscRobo Publisher
にメディア発行ジョブを渡すだけで、UNITEX FASTDVD Clusterが自動的にDiscRobo Publisherへのジョブ
振分けを実行します。



※記載の内容、仕様、デザインなどは予告なく変更される事がありますのでご了承ください。
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① 既存システムより、書込み対象のフォルダ/ファイルを
　 UNITEX FASTDVD JobOrderの監視フォルダへコピー&リネーム
② UNITEX FASTDVD Clusterが各パブリッシャへ
　 メディア発行ジョブを自動的に振分け
③ 各パブリッシャがメディア発行ジョブに従いメディアを発行
　 障害発生時には自動で正常パブリッシャへジョブをフェイルオーバー

ホットフォルダ連携ソフトウェア
UNITEX FASTDVD JobOrder

クラスタ制御ソフトウェア
UNITEX FASTDVD Cluster

UNITEX FASTDVD JobOrder+UNITEX FASTDVD Cluster
DiscRoboソリューション

活用ソリューション事例

代表的なソリューション構成イメージ

アーカイブシステム無人化ソリューション
ソリューション事例  ①

電子帳票アーカイブソリューション
ソリューション事例  ②

CD/DVD情報配信ソリューション
ソリューション事例  ④

電子文書管理ソリューション
ソリューション事例  ③

● ODA-2004T 2台CD/DVDパブリッシャ
● UNITEX FASTDVD JobOrderホットフォルダ連携ソフトウェア
● ODA-300T　1台  (UNITEX FASTDVD Cluster)クラスタ制御システム

ソリューション構成製品

■ CD/DVDパブリッシャが既存システムと容易に連携
■ アーカイブ・バックアップ出力をCD/DVDへスムーズに移行
■ クラスタ制御システムを介する事で運用の無人化・自動化を強力にサポート
■ ラベル印刷機能で作成したCD/DVDを簡単管理

■ 帳票システムと連携し、帳票データメディアを自動でCD/DVDにて発行。
■ CD/DVDライブラリと連携させることで管理・検索までを統合して操作可能。
■ ライブラリを使用せず、ラベル面でのバーコード管理も可能。

■ 既存のアーカイブシステムとODA-2004T、Cluster、JobOrderを
　 連携させた代表的な構成。
■ 既存システム側の運用を変更させることなくファイルコピー/リネーム
     のみでメディアを発行。
■ Cluster化により夜間運用であっても必達時間には業務完了が可能に。

■ DiscRobo Publisher向けSDK(ソフトウェア開発キット)を使用し
　 既存システムから、データ/ラベルの全て異なるメディアを自動作成。
■ システム自体に組込むことから独自アプリケーションからの制御が可能に。

■ ODA-2004Tと暗号化オプション「UNITEX FASTDVD DataProtector」を
     連携させることで、メディア自体を暗号化。
■ 復号に必要なのはパスワードとWindowsPCのみという簡単運用。
■ JobOrderを使用すればパスワードもシステム側から自動設定可能。

最小限の工数でシステム運用を強力化 帳票メディアの作成から管理・検索まで

CD/DVD発行を自動化・高速化・冗長化

各拠点へ異なるメディアを配布AES暗号でデータ機密性を確保

運用イメージ
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